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和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

�
２
月
９
日
緑
小
学
校
で
、
不

審
者
侵
入
対
応
の
避
難
訓
練
が
実

施
さ
れ
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に

非
常
放
送
か
ら
全
児
童
の
避
難
完

了
ま
で
、
学
校
、
親
た
ち
、
警
察

の
協
力
で
模
範
的
な
訓
練
だ
っ
た

と
い
う
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
外
指
導
委
員

会
が
地
道
に
活
動
し
て
い
る
こ
と

が
そ
の
訓
練
を
可
能
に
し
た
と
思

う
。
こ
れ
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

ま
た
、
関
係
機
関
や
地
域
と
連
携

し
携
帯
電
話
や
無
線
機
な
ど
の
Ｉ

Ｔ
を
駆
使
し
た
危
機
対
応
策
を
と

る
べ
き
だ
。

　

指
導
室
長　

地
域
で
子
ど
も
た

ち
を
支
え
て
い
た
だ
き
非
常
に
感

謝
し
て
い
る
。
見
守
る
家
「
カ
ン

ガ
ル
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
」
の
再
登
録

で
千
件
に
な
っ
た
。
犯
罪
被
害
防

高
齢
者
の
住
宅
を
考
え
る

学
校
の
安
全
あ
ん
し
ん

の
対
策
に
つ
い
て

止
の
た
め
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室

を
実
施
す
る
。
Ｉ
Ｔ
機
器
に
よ
る

対
策
は
研
究
課
題
と
す
る
。

　

�
医
療
機
関
で
治
療
を
終
え
て

退
院
し
て
か
ら
在
宅
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
な
る
に
は
、
十
分
リ
ハ

ビ
リ
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

本
来
、
老
人
保
健
施
設
が
そ
の
役

割
を
担
う
と
こ
ろ
だ
が
、
現
実
は
、

そ
こ
が
特
養
化
し
て
い
る
と
い
う
。

リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
施
設
が
新
た
に

必
要
だ
。

　

福
祉
保
健
部
長　

将
来
、
リ
ハ

ビ
リ
の
セ
ン
タ
ー
が
地
域
に
あ
れ

ば
介
護
予
防
の
面
で
大
変
助
か
る
。

地
域
の
中
に
こ
そ

障
害
者
の
就
労
の
場
を

稲
垣
庸
子
（
市
民
ウ
ェ
ブ
）

　

�
高
齢
者
住
宅
で
は
、
要
支
援

や
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
多
数

の
入
居
者
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。
今
後

も
高
齢
化
が
進
む
中
、
�
管
理
を

個
人
で
な
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

に
任
せ
な
い
か
。
�
利
用
の
少
な

い
「
団 
欒 
室
」
を
市
民
に
開
放
し

ら
ん

な
い
か
。
�
管
理
人
負
担
と
な
っ

て
い
る
団  
欒 
室
の
光
熱
費
を
改
め

ら
ん

な
い
か
。
�
高
齢
者
施
設
に
は
多

数
の
待
機
者
が
い
る
中
、
民
間
の

力
を
借
り
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
多
様
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
選

択
肢
を
広
げ
な
い
か
。

　

介
護
福
祉
課
長　

�
現
行
制
度

を
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
。
�
�

入
居
者
と
と
も
に
と
い
う
申
出
で

あ
れ
ば
、
メ
ー
タ
ー
を
つ
け
変
え

る
な
ど
し
て
対
応
し
た
い
。
�
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

�
総
合
体
育
館
に
つ
い
て
。
会

議
室
の
開
放
、
玄
関
ロ
ビ
ー
の
整

備
、
中
庭
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
シ

ャ
ワ
ー
室
の
公
園
利
用
者
へ
の
開

放
な
ど
、
柔
軟
な
発
想
で
多
様
な

利
用
を
増
や
さ
な
い
か
。

　

教
育
部
次
長　

ど
の
案
も
前
向

き
に
取
り
組
み
た
い
。

　

�
施
策
を
考
え
る
際
に
は
、
縦

割
り
行
政
を
越
え
て
複
数
の
担
当

課
が
連
携
し
、
さ
ら
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
社
会
教
育
と
連

携
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

小
山
美
香
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

�
誰
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
自
立
が

望
ま
れ
る
。
�
障
害
者
の
雇
用
状

況
は
。
�
地
域
の
事
業
者
と
連
携

し
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

を
仕
事
と
し
て
働
く
事
に
つ
な
げ

な
い
か
。
�
公
共
施
設
に
市
内
の

作
業
所
等
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

を
作
れ
な
い
か
。

　

障
害
福
祉
課
長　

�
福
祉
的
就

労
か
ら
一
般
就
労
は
難
し
く
、
課

題
。
障
害
者
計
画
の
中
で
具
体
的

に
検
討
し
た
い
。
�
地
域
に
出
て

行
く
こ
と
が
就
労
に
つ
な
が
り
、

働
く
喜
び
、
社
会
参
加
の
証
に
も

な
る
。
研
究
を
し
て
少
し
で
も
早

い
時
期
に
具
体
的
に
示
し
た
い
。

�
新
年
度
に
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
計

画
。
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
作
れ
な
い

か
調
整
を
し
て
い
る
。

　

�
各
自
治
体
に
よ
る
環
境
政
策

へ
の
取
組
が
進
め
ら
れ
る
中
、
市

独
自
の
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構

想
す
る
必
要
が
あ
る
。
環
境
配
慮

や
環
境
政
策
に
具
体
的
な
数
値
目

標
を
市
民
と
共
に
作
り
、
達
成
度

も
市
民
と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
次
の
数

値
目
標
を
作
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル

で
進
め
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

８
月
に
環
境
市
民

会
議
を
立
ち
上
げ
、
数
値
目
標
、

実
現
度
の
チ
ェ
ッ
ク
も
お
願
い
を

し
な
が
ら
、
行
政
だ
け
で
な
い
方

法
を
採
っ
て
い
き
た
い
。

国
家
公
務
員
宿
舎
の

建
て
替
え
に
つ
い
て

渡
辺
大
三
（
民
主
党
）

　

�
貫
井
北
町
三
丁
目
の
国
家
公

務
員
住
宅
に
は
、
私
も
小
３
か
ら

　

年
間
暮
ら
し
た
。
建
て
替
え
の

１５た
め
に　

世
帯
あ
っ
た
団
地
が
今

８８８

や　

世
帯
に
ま
で
激
減
し
、
地
元

２３８
商
店
に
も
深
刻
な
影
響
が
出
て
い

る
。
�
建
て
替
え
が
遅
れ
て
い
る

が
、
何
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
�
地
域
の
声
は
ど
う
集
約

す
る
か
。
�
仙
川
に
ふ
た
を
か
け
、

桜
並
木
の
あ
る
帯
状
の
公
園
に
整

備
を
。
�
地
域
に
は
大
型
書
籍
Ｃ

Ｄ
店
も
で
き
て
便
利
に
な
っ
た
が
、

市
民
が
集
う
集
会
施
設
が
な
い
状

況
だ
。
消
防
団
５
分
団
の
近
く
は

め
い
っ
ぱ
い
団
地
に
は
せ
ず
、
集

会
施
設
を
建
設
で
き
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

�
国
家
財
政

も
厳
し
く
、
予
算
措
置
が
遅
れ
、

対
応
は
平
成　

年
頃
に
な
り
、
不

１９

確
定
要
素
も
あ
る
。
�
関
東
財
務

局
に
改
善
を
お
願
い
し
た
い
。
�

福
祉
施
設
、
文
化
施
設
を
含
め
、

関
東
財
務
局
と
十
分
調
整
を
図
る
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
親
水
公
園

と
し
て
整
備
で
き
れ
ば
、
桜
見
物

も
か
な
り
の
人
を
呼
べ
る
。
本
市

も
介
入
し
て
お
願
い
し
て
い
く
。

　

�
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
う

た
め
に
は
、
ま
ず
業
務
を
細
分
化

し
た
一
覧
表
の
作
成
が
急
務
だ
。

　

行
政
管
理
課
長　

今
年
の
遅
く

と
も
８
月
頃
に
は
各
課
に
照
会
し

て
い
く
。

個
人
情
報
保
護
へ
住
基
ネ
ッ
ト

希
望
選
択
制
導
入
を

若
竹
綾
子
（
湧
湧
環
境
ク
）

　

�
民
間
調
査
会
社
に
独
自
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
た
ら
、　

万
円
払
え

４０

ば
「
違
法
な
手
段
」
で
住
基
ネ
ッ

ト
上
の
個
人
情
報
は
入
手
可
能
と

の
回
答
を
得
た
。
ヤ
フ
ー
Ｂ
Ｂ
事

件
は
い
わ
ゆ
る
内
部
犯
行
だ
っ
た
。

住
基
ネ
ッ
ト
も
個
人
情
報
が
全
国

の
自
治
体
に
あ
る
端
末
か
ら
引
き

出
せ
る
危
険
な
状
態
だ
。
市
長
は

市
民
の
幸
福
や
安
全
を
守
る
立
場

に
あ
る
。
住
基
ネ
ッ
ト
の
利
便
性

享
受
を
望
む
市
民
に
サ
ー
ビ
ス
を

残
し
、
そ
れ
以
外
の
市
民
に
は

「
希
望
選
択
性
」
を
提
供
す
べ
く

庁
内
検
討
委
員
会
の
設
置
を
。

　

市
民
部
長　

住
基
ネ
ッ
ト
は
改

正
住
基
法
で
市
町
村
長
の
義
務
と

さ
れ
、
安
定
稼
動
に
努
め
て
い
る

と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
検
討

委
員
会
設
置
は
難
し
い
。

　

�
清
里
山
荘
の
ロ
ビ
ー
、
食
堂

の
大
型
テ
レ
ビ
が
壊
れ
て
久
し
く
、

他
に
も
修
理
、
買
替
え
を
要
す
る

も
の
が
多
数
あ
る
。

　

教
育
部
次
長　

テ
レ
ビ
は　

年
１５

度
内
に
、
そ
の
他
も
迅
速
に
対
応

す
る
。
関
係
者
と
の
連
携
で
よ
り

よ
い
運
営
を
目
指
す
。

　

�
難
病
者
福
祉
手
当
は
月
額
６

千　

円
で
近
隣
市
と
比
較
し
て
低

５００
く
、　

年
間
見
直
さ
れ
て
い
な
い
。

１３

　

障
害
福
祉
課
長　

パ
イ
の
縮
小

に
つ
な
が
ら
な
い
見
直
し
方
法
も

あ
ろ
う
と
思
う
。
検
討
し
た
い
。

南
口
再
開
発
の
促
進
こ
そ

市
民
要
望

小
尾
武
人
（
公
明
党
）

　

�
駅
前
交
通
広
場
の
整
備
と
公

会
堂
の
現
在
地
で
の
建
て
替
え
だ

け
や
る
こ
と
は
可
能
か
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

現
実
的

に
不
可
能
と
判
断
し
て
い
る
。
平

成　

年
７
月
７
日
に
地
権
者
に
計

１３
画
説
明
、
８
月　

日
覚
書
を
締
結

２３

し
て
い
る
。

　

市
長　

公
会
堂
と
駅
前
交
通
広

場
だ
け
や
る
場
合
、
小
金
井
市
が

広
場
の
た
め
に　

億
円
負
担
と
な

３０

る
。
駅
前
に
住
ん
で
い
る
方
々
は

路
頭
に
迷
う
こ
と
に
な
る
。

　

�　

名
規
模
文
化
ホ
ー
ル
を
主

８００

張
し
て
い
る
党
が
あ
る
。
適
正
か
。

　

文
化
施
設
開
設
担
当
課
長　

文

化
ホ
ー
ル
の
客
席
数
に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
の
検
討
の
結
果
、
最

終
的
に
は　

席
程
度
が
結
論
。
市

６００

民
利
用
優
先
で
使
い
勝
手
が
良
い
。

　

�
Ｊ
Ｒ
の
業
務
ビ
ル
が
５
階
に

な
っ
た
。
税
収
構
造
の
変
化
の
点

で
影
響
が
あ
る
の
か
。

　

市
長　

非
常
に
残
念
な
思
い
は

あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
ビ
ル
の
保
留
床
な

し
も
視
野
に
入
れ
進
め
て
き
た
。

破
壊
は
一
瞬
だ
が
、
建
設
は
死
闘
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

工
事
費
、

維
持
管
理
費
、
解
体
費
な
ど
の
費

用
と
ビ
ル
化
に
伴
う
収
益
力
の
向

上
、
駅
前
広
場
、
文
化
ホ
ー
ル
等

の
相
乗
便
益
と
の
比
率
は
１
対
３

と
試
算
さ
れ
る
。
波
及
効
果
の
大

き
い
、
財
政
上
有
意
義
な
事
業
だ
。

現在の武蔵小金井駅南口広場貫井北町三丁目の国家公務員宿舎

住基ネットが稼働している市民課の窓口


